
会  議  録 
 

会 議 名 

（審議会等名） 
平成 30年度第１回３市ごみ減量推進市民会議 

事 務 局 

（担 当 課） 

日野市ごみゼロ推進課、国分寺市ごみ減量推進課、小金井市ごみ対

策課 

開 催 日 時 平成 30年７月 24日（火）午前 10時 20分～ 

開 催 場 所 日野市役所５階 ５０４会議室 

出

     

席

 

者 

委 員 

＜出席者：16名＞ 

（学識）宮脇委員長 

（日 野 市委員）伊地知委員・伊藤委員・小野寺委員・佐藤委員 

（国分寺市委員）石垣委員・佐藤委員・宮寺委員・八ツ藤委員 

（小金井市委員）石田委員・林委員・山田委員 

（行政）小澤委員長代理（日）・波岡委員（国）・小野委員（小） 

花野委員（浅） 

＜欠席者：１名＞波多野委員 

事 務 局 

日 野 市：福田センター長・佐々木課長補佐・塩井主事 

国分寺市：野田部長・野口係長 

小金井市：柿﨑部長・大久保係長・高田係長 

傍聴者の可否 可 傍 聴 者 数 ７人 

会 議 次 第 

１ 委員・事務局職員紹介 

２ 協議事項 

⑴ 会議の公開について 

⑵ 委員長及び委員長代理について 

⑶ 会議の名称について 

３ （仮称）３市ごみ減量推進市民会議について 

４ 報告事項 

３市のごみ処理状況について 

５ その他 

会 議 結 果 別紙審議経過のとおり 

提 出 資 料 別添のとおり 

そ の 他  



 

 

 

（事務局） 

 

 

 

林委員 

 

（事務局） 

 

 

林委員 

 

 

小野寺委員 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

宮脇委員長 

 

１ 委員・事務局職員の自己紹介 

 委員・事務局紹介を自己紹介形式で実施 

２ 協議事項 

⑴ 会議の公開について 

会議は原則公開・会議要点録を作成し、委員確認後に公開するこ

とを提案 

 

発言者名は記載すべきである。 

 

要点録には発言者名を公表する形式と、発言者名を省略する形式

があることを説明 

 

 発言内容の確認の際に誰が発言したかがわからなくなるのでは。

３市の委員の誰が発言をしたかをわかるようにした方が良い。 

 

出席者名を記載すべきである。 

 

発言者ごとの要点記録で委員名も出すということでよろしいか。

また会議は公開することでよろしいか。 

 

（異議なしの声） 

 

【決定事項】 

 会議は原則公開とする。会議要点録を作成（出席者・発言者名入

り）し、委員の確認後市ＨＰで公開する。 

 

⑵ 委員長及び委員長代理について 

次に委員長及び委員長代理について、委員の皆様には活発な意見

交換を行っていただくために、会議のコーディネーター役として委

員長には学識経験委員の宮脇委員に、委員長代理を行政職員の中か

ら当該年度の幹事市となる日野市のごみゼロ推進課長とすることを

提案 

 

 以上の提案に対し、意見なし。 

 

【決定事項】 

 委員長に学識経験委員の宮脇委員、委員長代理は日野市の小澤ご

みゼロ推進課長とする 

 

 委員長あいさつ 

 

⑶ 会議の名称について 

会議の名称については、第１回の会議で決定することにしており、

（仮称）３市ごみ減量推進市民会議から（仮称）を取り３市ごみ減

量推進市民会議とすることを提案 

 

ご意見等があればお願いしたい。 

（異議なしの声） 
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八ツ藤委員 

 

 

 

宮脇委員長 

 

 

 

小澤委員 

 

 

 

 

 

【決定事項】 

 会議の名称は３市ごみ減量推進市民会議とする。 

 

３ ３市ごみ減量推進市民会議について 

 

次第３の３市ごみ減量推進市民会議について説明。 

所掌事項として、３市で可燃ごみの共同処理を日野市のクリーン

センターで行うことから、共同処理をめぐる日野市の置かれている

状況、覚書の内容、新設する新可燃ごみ処理施設の稼働に伴う情報

などを３市の市民に情報発信し、理解浸透を図り、可燃ごみのさら

なる減量を図る取り組みを協議・検討する場とする。協議・検討に

必要な情報は３市から皆様に情報を提供していく。 

この会議は 30数年にわたり開催し、世代は代わっていきながらも

所掌事項にあるテーマを協議・検討する中で３市の市民の理解と交

流が深まり、環境に配慮した取り組みが多く実現できるものと思っ

ている。 

平成 30年度は本日ともう１回の開催を予定している。次回は本日

配布した資料に目を通していただき、皆様の思いを語っていただく

場を設ける。平成 31年度以降の会議の進め方は委員の皆様からご意

見をいただき、検討したいと考えている。 

市民委員の皆様のご意見を来年度の予算に反映できるように、来

年度の会議の開催回数や協議テーマなどを各市の担当者に８月 17日

までにお伝えいただきたい。ご意見を参考に３市で協議していく。 

資料等に関する質問は各市の事務局にお問い合わせいただくよう

にお願いをし、いただいた質問・回答は全委員に回答する形で情報

の共有化を図る。 

 

次回はいつ頃を考えているか。 

今後の姿を委員が共有をして、どういうテーマについて検討する

かがまとまったところで年間の会議の回数等が決まるのではない

か。８月 17日までに要望を上げるのは個人的な要望を伝えるだけで、

会議全体がどういったことを、目標としてやっていくのかが共有さ

れずに会議開催数を決めるのは難しいのではないか。 

 

８月 17日までに何を意見すればいいのかというところで、会議の

開催回数や資料のこともあると思う。その意見をどのようにまとめ

ていくのか。 

 

どうしても予算の都合で２回しかできないのか。予算の都合で今

決めなければならないのか。中身が決まっていないのに回数を決め

るのは難しいとのご意見と思うがその点はどうか。 

 

次回は年明けを予定している。 

昨年の準備会議の中で、第１回の会議で決めていくとのご意見を

いただいた経緯からそのように説明をさせていただいたが、確かに

今日初めてお会いして、８月 17日までにというのは唐突だった。今

後いくつか決まったテーマについて話し合っていければと３市では

考えていた。 
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宮脇委員長 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

林委員 

 

 

 

宮脇委員長 

 

 

 

 

波岡委員 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３市で次回の会議をいつ頃とするかを検討し、それから、来年度

の回数を本会議とするのか、準備委員会でも意見をいただいた小委

員会とするかのご意見をいただく。 

 

来年度以降の何を決めてほしいということを提案してもらえれば

本会議の回数を考えることができると思うが、何も提案がない中で

は決めきれない。来年度のテーマを決めていただければ決めやすい

のではないか。 

 

話を伺う中で、具体的な内容はまだ決まっていないと聞いている。

30 年間共同でやっていくために市民がやっていくものだと思う。個

人的な意見だが、緊急で必要になればその都度実施していただくよ

うに対応をしてもらえばいいと思う。急ではない場合も今後出てく

ると思うので、随時対応できるようにしてもらえればいいのではな

いか。 

 

会議の回数について、当初予算ではこの時期にまとめる必要があ

るが、補正予算等を含めて必要に応じて対応しなければならないと

考えている。今後何を話していくのかを整理させていただくが、皆

様からも、こんなことをやったほうが良い、こんな話をしたほうが

良いなどのご意見も出していただければと考えているので、いただ

いたご意見をまとめて開催回数を検討し提案をする。 

 

会議の進め方について、要点録に発言者の名前を入れることにな

ったので、発言の時は名前を言ってから発言をしたほうが良いので

はないか。 

 

提案があったように、これ以降は発言前にお名前を言ってから発

言していただく。８月 17日までの意見としては、今後のテーマにつ

いて意見をいただくことでお願いする。 

 

４ ３市のごみ処理の状況について 

３市のごみ処理の状況について、平成 29年度のごみ処理状況一覧

をもとに説明 

 

 質問等はなし。 

 

５ その他 

本日配布した資料について、不足する資料がありましたら、各市

の事務局にご連絡をお願いする。ご用意できるものは用意する。会

議の進め方に対するご意見やテーマ、資料等に関する質問について

はいったん８月 17日の締め切りでまとめさせていただく。その後も

引き続き、ご意見やご質問は受け付け、いただいた質問等に対する

回答は、全委員に情報提供し情報の共有化を図ることとする。 

次回の会議については年明けごろを予定しているが、皆様の資料

の確認状況なども確認をしながら、次回の会議の日程をできる限り

早めに決定しお知らせする。 

 


